
西の里中学校の教育目標 賢く・優しく・たくましく   

西の里スタンダード「 ３つの「あ」 挨拶 ・ 安全 ・ 後始末 」 

                                       
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「笑顔あふれる西の里中に」～ 
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 ホームページアドレス http://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/nishinosatot/ 

生徒の成長と学校の教育活動を振り返って 

校長 千葉 則理 
 
西の里にも暖かい風が吹き、雪解けもすすみ、春の訪れを感じます。昨年のような大雪はありませんでしたが、強い風が

吹く日も多く、毎日通学路を歩く生徒の登校の積み重ねに、感心する１年間でした。 
今年度の保護者・地域の皆様の、学校教育活動へのご理解とご支援に感謝申し上げます。 
 
本校では、今年度の重点を「自ら考え 行動し 挑戦する生徒の育成」とし、「賢く 優しく たくましく」の学校教育

目標に迫るべく、教育活動を展開してまいりました。 
昨年度行えなかった１年生フィールドワーク、２年生宿泊研修、学校祭が実施できましたが、職場体験学習は実施でき

ず、授業参観の制限など新型コロナウイルスの影響が残りました。それでも、全校生徒が一同に会しての合唱コンクール、

百人一首大会、学級集団を基盤としたＡＢ組縦割りの体育祭など、感染状況を見極め工夫し実施いたしました。一つひとつ

の取組を通して、生徒個人の、学級学校集団としての成長がありました。 
毎日の学習を効果的に積み重ね「生きる力」を培うためには、学習した成果を発揮し表現する教育活動があることが大切

です。本校での研究「表現する活動を意識した授業作り」に向け、授業展開の工夫、ＩＣＴ活用など、教育活動を展開して

まいりました。 
 
令和５年度より西の里小中学校区においても学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）が新たに始まります。今年

度準備検討委員会における熟議において、「子どもたちが挑戦する場面を与えたい」と、地域活動での子どもたちの活躍を

期待する声が上がりました。地域での活動が少しずつ動き出す中、子どもたちのボランティア活動や地域での活動が大切に

なります。そして活動の中で、多くの人と関わり、自分たちが社会の中で求められている存在であるという自己有用感が育

っていくことが望まれます。そのために、小中学校の教育活動について改めて考え議論する１年となります。 
また、新型コロナウイルス感染対策が新年度から大きく見直される中、授業参観やＰＴＡ活動が再開し、学校と保護者、

地域間のコミュニケーション回復が大切になります。 
 
卒業証書授与式では、卒業生の代表が「西の里中学校は、本当に仲の良い学校です。」と話してくれました。先日行われ

た、いじめゼロ集会では、多くの笑顔に溢れ、新しい生徒間のコミュニケーションが生まれました。そして、改めて生徒会

スローガン「開花～challenge your self～」が確認されました。 
西の里小中一貫教育のスローガンは、「笑顔、温もり、未来へつなげる里っ子バトン」です。来年度も新しい体制で、生

徒が様々な活動に挑戦し、笑顔が溢れる学校づくりを目指してまいります。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

教諭 末岡 繁（ 千歳市へ ） 
私が赴任したとき、在校生の有志が校歌を歌って迎え入れて

くれました。その体育館に響きわたる美しい歌声に、とても感
動したことを今でも思い出します。理科の授業を通して、西の
里中学校の生徒のみなさんと多くかかわれたことは、本当に幸
せでした。上級生が下級生の憧れとなる里中のよき伝統は、素
晴らしいものです。これからもつなげていってほしいと思いま
す。応援しています。また、保護者の皆様には多大なるご支援
をいただきましたこと、心より感謝とお礼を申し上げます。６
年間ありがとうございました。 

 

３月１３日に「第６３回卒業証書授与式」を実施しました。コロナ禍により様々な制限を受け 

た学校生活でしたが、最後は清々しい姿で学び舎を去っていきました。式では証書授与の後、学校長による式辞、中村生徒会長に

よる気持ちのこもった「送る言葉」や卒業生代表橋爪さんの感謝と決意に満ちた「旅立ちの言葉」があり、最後は卒業生合唱で見

守る保護者や在校生にその想いを伝えました。最上級生として様々な場面で後輩を導いてきた３年生の立派な門出となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

教諭 植田 大輔（ 恵庭市へ ） 
西の里中学校に赴任して早６年が経ちました。年々時が経つ

のが早く感じられるようになり、あっという間の６年間でし

た。素直で明るい生徒達といろいろな場面で関わって、生徒達

の素晴らしさに触れ、本当にかわいい子ども達だなあとつくづ

く思います。教師という立場でありながら、たくさんのことを

生徒から学び貴重な経験をすることができました。この学校で

過ごした時間は、自分の中で大切な大切な宝物です。この大好

きな学校、子ども達と離れるのは正直本当につらいです。でも

これからの子ども達の立派な成長を私は確信しています。保護

者の皆様、関わってくださった地域や関係機関の皆様、そして

何より生徒の皆さん、本当にお世話になりました。ありがとう

ございました。 
 

教諭 佐藤 小雪（ 恵庭市へ ） 

西の里中学校に赴任して早４年。この中学校で、素直で明

るい生徒のみなさんと関わることができて本当に幸せだった

な、と感じています。生徒を支える立場としてこの地にやっ

てきたはずでしたが、逆に生徒のみなさんに支えられ、学ば

せてもらうことも多かったなぁ、と感じています。また、保

護者の皆様、地域の皆様にもお願いばかりの日々でしたが、

温かく支えていただきました。大変お世話になりました。あ

りがとうございました。 
 

 

教諭 伊藤 麻美（ 当別町へ ） 
今年度は全学級に社会科で関わることができてとても嬉しか

ったです。どの学級の反応もとても良くて、授業の準備をする

ことも、授業に行くことも、とても楽しみでした。みなさんと

一緒に学習できなくなることはとても寂しいですが、新しい地

でもがんばります。みなさんもニュースをチェックしながら、

学習をがんばってください。お互いがんばりましょう！ 
保護者の皆様にも大変お世話になりました。４年間ありがと

うございました。 

校長 千葉 則理（ 江別市へ ） 
古くから強い絆で結ばれ、子育てへの意識の高い地域活動で有名なこの西の里の地で、学校づくりをすすめることができ、貴重な

体験となりました。実際の地域活動をともにする機会はコロナ禍により多くはありませんでしたが、子どもたちや地域、学校への想

いを持つ皆様との交流は、私に大きな刺激となりました。そして長い通学路を歩き登校し、集中して学習する生徒のけなげな姿に、

心うたれる事も多くありました。 

これからも西の里中学校への変わらぬご支援を頂くようお願いをし、退任のご挨拶といたします。大変お世話になりました。 

日 曜 朝読 部 給食 相談員ＳＣ 司書

1 土 〇

2 日 〇

3 月 〇

4 火 △

5 水 △

6 木 ×

7 金 × × ×

8 土 〇

9 日 〇

10 月 × 〇 〇
SC

相談員

11 火 〇 〇 〇 相談員 〇

12 水 〇 〇 相談員 〇

13 木 勉 × 〇 相談員 〇

14 金 勉 〇 〇 相談員 〇

15 土 × × ×

16 日 〇

17 月 〇 〇 〇 SC 〇

18 火 〇 × 〇 相談員

19 水 〇 〇 〇

20 木 〇 〇 〇 相談員

21 金 〇 × 〇 相談員

22 土 〇

23 日 〇

24 月 〇 〇 〇 〇

25 火 〇 〇 〇 相談員 〇

26 水 × × 〇 〇

27 木 〇 〇 〇 相談員 〇

28 金 勉 〇 〇 相談員 〇

29 土 〇

30 日 〇

知能検査（１年）

新入生オリエンテーション

標準学力検査（全学年）

土曜参観・PTA総会・懇談会

前期認証式 委員会・本部会

１年図書館オリエンテーション

全国学力・学習状況調査（３年）

３年修学旅行① 1,2年4時間授業

３年修学旅行② 1,2年4時間授業

３年修学旅行③ 1,2年4時間授業

３年生回復日

新２年学級掲示8:30∼7日まで

新１年学級掲示11:00∼７日まで

着任式・始業式・入学式

令和５年　4月行事予定

昭和の日

身体測定・１年着こなし集会

２・３年入部届〆切

ワーク代納入日・部活動結成集会

耳鼻科検診・職員会議

定例委員会・本部会


